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サバナケット県

ラオス

サバナケット県における参加型農業振興プロジェクト
2017年6月〜2022年6月　案件名

ラオス南部のサバナケット県では、灌漑技術の向上、
稲作の生産量増加、野菜栽培・販売の促進に軸を置いた

農業振興プロジェクトが行われている。
その先に見えるのは、農家の収入向上と国内外への販路拡大だ。

国内外へ販路拡大

肥料の専門家として稲作や野菜栽培の
技術指導を行う。

民間企業勤務を経て2008年に青年海外協力隊に
参加。その後、農村女性起業家支援やマラウイ一村
一品プロジェクトにて農家のアグリビジネスを支援、17
年からマーケティング専門家としてラオスへ。「メコン
地域の農業に関心のあるみなさま、ぜひ一度サバナ
ケット県へお越しください！」。

荒石真生（あらいし・まき）さん（右）

プロジェクトの広報や業務調整を
担当している。

大槻和弘（おおつき・かずひろ）さん（左）片山克己（かたやま・かつみ）さん（左から3人目）

キュウリの無農薬栽培に初めて
挑戦する若い農家。美味しいと
評判で完売。

輪作について学びながら、作付けの予定を考える農家
の人たち。

農家への稲作研修。肥料を施す適切な時期や量を教え、実践してもら
う。

プロジェクトに携わる4人の専門家

トウガラシ栽培で先進的な試みをしている農家を視察。

コ
メ
農
家
、野
菜
を
作
る

　
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
県
は
ラ
オ
ス
有
数
の

コ
メ
産
地
。
し
か
し
、
生
産
コ
ス
ト
の

わ
り
に
収
量
が
伸
び
ず
、
収
入
も
低
い
。

そ
ん
な
課
題
に
対
し
て
、
J
I
C
A

で
は
県
農
業
局
と
協
力
し
、
施
肥
技
術

の
改
善
を
中
心
に
技
術
指
導
を
行
い
コ

メ
の
収
量
増
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
昨
年
の
乾
季
作
で
は
、

対
象
農
家
の
収
量
が
平
均
30
パ
ー
セ
ン

ト
増
え
、「
前
年
よ
り
肥
料
は
少
な
く

て
も
収
量
が
倍
近
く
に
な
っ
た
!
」
と

喜
ぶ
農
家
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
並
行
し
て
始
め
て
い
る
の
が
、

収
益
性
の
高
い
野
菜
の
販
売
活
動
支
援

だ
。「
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
や
、
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
の
近
隣
諸
国
か
ら
の

野
菜
の
需
要
は
あ
り
ま
す
が
、
野
菜
栽

培
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
求
め

ら
れ
る
種
類
と
質
、
量
を
生
産
で
き
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
県
内
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

作
物
選
定
か
ら
栽
培
、
販
売
ま
で
農
家

と
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
の
は
荒
石
真
生
さ
ん
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
、
農
家
の
野
菜
販
路
開

拓
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
野
菜
栽
培
で
収
益
を
上
げ
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
需
要
に
応
じ
た
野
菜
を
作
る
こ

と
。
農
家
自
身
が
市
場
に
足
を
運
ん
で

売
れ
筋
の
野
菜
や
価
格
を
理
解
し
た
う

え
で
、
作
物
を
自
分
た
ち
で
選
び
、
栽

培
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
た
。
た
と
え

ば
ト
ウ
ガ
ラ
シ
。
10
年
前
か
ら
ト
ウ
ガ

外
の
販
路
や
顧
客
が
増
え
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
に
参
加
す
る
農
家
は
1
年
間
で

7
軒
か
ら
20
軒
に
増
え
、
売
り
上
げ
も

順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　
安
心
・
安
全
な
野
菜
作
り
が
広
が
る

な
か
、
ラ
オ
ス
の
野
菜
輸
出
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
内
で
は
日
本
向

け
に
漬
け
物
用
の
キ
ュ
ウ
リ
が
栽
培
さ

れ
、
タ
イ
向
け
に
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
栽
培

す
る
農
家
も
多
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
同
国
の
総
合
商
社
と
連
携
し
、
タ
イ

向
け
の
商
品
作
物
や
日
本
向
け
の
黒
ゴ

マ
の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
始
め
て
い

る
。
し
か
し
、
農
家
の
野
菜
栽
培
技
術

を
高
め
、
安
定
的
に
量
が
確
保
で
き
る

ま
で
の
道
の
り
は
長
い
。
こ
れ
か
ら
も

土
作
り
や
有
機
肥
料
の
使
い
方
な
ど
、

き
め
細
か
な
技
術
指
導
が
行
わ
れ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
高
石
洋
行
さ
ん
は
、
ラ

オ
ス
農
業
の
潜
在
力
は
経
済
発
展
を
促

す
大
き
な
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

「
ラ
オ
ス
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で
、

一
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽

培
で
き
ま
す
。
地
理
的
に
は
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
と
消
費

人
口
の
多
い
国
が
隣
接
し
て
い
て
、
農

産
物
の
輸
出
に
と
て
も
有
利
で
す
。
優

良
な
自
然
環
境
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
て
、

世
界
的
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
有

機
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
を
生
産
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
そ
う
し
た
潜
在
的
な
力
を
引
き

出
せ
る
よ
う
農
家
の
人
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

し
た
。「
こ
う
い
う
成
功
体
験
が
あ
る

と
、
栽
培
し
て
み
よ
う
と
い
う
動
き
が

農
家
か
ら
自
発
的
に
生
ま
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
を
ま
ね
す
る
農
家
が
出
て
く
る
、

い
い
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
」。

外
国
か
ら
期
待
さ
れ
る

ラ
オ
ス
の
野
菜

　
消
費
者
へ
の
調
査
で
は
、
安
心
・
安

全
な
食
へ
の
意
識
が
高
く
、
有
機
栽
培

や
無
農
薬
栽
培
な
ど
の
野
菜
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
サ
バ

ナ
ケ
ッ
ト
市
内
に
す
で
に
販
路
を
持
つ

有
機
栽
培
農
家
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
市
場
以

ラ
シ
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
か
ら
売
り

上
げ
が
落
ち
て
い
る
と
相
談
を
受
け
、

市
場
で
人
気
の
あ
る
品
種
の
栽
培
を
勧

め
た
の
だ
が
、
な
か
な
か
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
市
場

に
行
き
、
そ
の
品
種
の
人
気
が
高
く
倍

の
価
格
で
も
売
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
栽
培
を
試
み
る
農
家
が
出
て
き
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
政
職
員

と
と
も
に
見
つ
け
た
価
格
の
高
い
作
物

や
隠
れ
た
需
要
も
農
家
に
紹
介
し
て
い

る
。
ラ
オ
ス
で
は
馴
染
み
の
な
い
オ
ク

ラ
に
は
7
軒
の
農
家
が
ト
ラ
イ
。
収
穫

に
至
っ
た
の
は
わ
ず
か
1
軒
だ
っ
た
が
、

そ
の
1
軒
が
栽
培
し
た
オ
ク
ラ
は
完
売

アサヒHDとの連携
─安全な農産物への挑戦─
　JICAは今年4月、アサヒグループホールディングス
と覚書を交わし、途上国のフードバリューチェーン構
築に向けて協働での取り組みを開始。同覚書に基
づく実証研究の対象として、ラオスのこのプロジェク
トが選定された。同社が研究を進めるビール醸造時
にできる酵母を使った植物由来の安全な液状複合
肥料を使って、コメや野菜の試験栽培の取り組みが
すでに始まっている。

こんな取り組みも

メコン地域
次なる成長に向けて

特集

物

流の
改善

農林水産省より、2017年からプロジェクトのチーフアド
バイザーとしてラオスへ。日本での農村行政の経験を
生かして活動中。「ラオスには次 と々新しい技術が持
ち込まれています。それらを少しずつ使いこなし、着実
に歩みを進めています。ラオスの人たちは適応力が高
いので、2022年のプロジェクト終了時には、さらに農
業の技術が向上していると思います」。

高石洋行（たかいし・ひろゆき）さん（奥）

16July 201917 July 2019


